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1  1ま  し め  に

幼穂形成期水管理について,北海道農業試験場では,そ

の成果を「イネ穂牢期耐冷性の前歴水温による変動」とし

て取りまとめている1)2)。

本県では,こ うした成果をもとに,場内ほ場で実証 した

ところ幼穂形成期からの深水管理によって障害不稔を軽減

する効果が実証されたので報告する。

2試 験 方 法

(1)人工気象室における試験

本研究では,幼穂形成期から減数分裂期にかけて水管理

方法,すなわち,①処理時期,②処理水温,③処理水深が

障害不稔に及ぼす影響を明らかにするため,気温及び水温

を制御できる人工気象室を用い,1989年と1990年 の 2ケ年

実施した。供試した品種は,障害型耐冷性に弱いとされる

「アキヒカリJを供試 し、 1/50011ア ールポットに 1株

(4本植え)を植え,各区 2～ 4ポ ットとした。人工気象

室における処理時期,水深及び温度は表 1,表 2の とおり

である。

2)圃場における試験

障害不稔が発生しやすい条件を創出するため,人工気象

室での試験と同様に障害型耐冷性の弱い「アキヒカリJを

供試するとともにポット成苗で生育を前進させた。

幼穂形成期から減数分裂期にかけての水深はオートイリ

ゲーターにより常時 l cm,5 col,10mの 3段階とし,そ の

間の水温を調査するとともに不稔歩合,出穂期,成熟期 ,

収量調査等も実施 した。

3 試験結果及び考察

0)人工気象室における試験

1989年 は,幼穂形成期から減数分裂期にかけての処理水

温,処理水深が不稔に及ばず影響を調査した。結果は表 1

に示した。処理水温20℃では全体に不稔歩合が高く処理水

深による差は見られなかったが,25℃ では l cmの 浅水管理

に比較して5m,10mの 深水管理で不稔歩合が低下する傾

向がみられ,幼穂形成期の前歴深水潅漑の効果が認められ

た。

1990年 は,深水開始時期及び処理水温について調査 し
,

その結果を表 2に 示した。深水処理時期を幼穂形成期から

行った区と幼穂形成期4日 後から行った区を比較すると
,

幼穂形成期から処理した区で不稔の発生が少なく,処理時

期が遅れると効果が劣った。また,処理水温については前

年と同様の結果を得た。

表 1 幼穂形成期から減数分裂期にかけての濯漑水lFm

及び水深と不稔の関係 (1989年 )

表 2 深水開始時期の差異及び水温差が不稔に及ぼ

す影響 (1990年 )

12)圃場における試験

1989,1990年 度は,表 4に示すように,外気温,水温が

高く経過したことにより不稔の発生が少なく,深水潅漑の

効果を確認することができなかった (表 3)。

1991年度は,7月 が低温,日 照不足に経過 し障害不稔が

多発した。源流水温が低い (深水処理期間の平均水温178

℃)場内ほ場では,10cm区よりも5 cm区で不稔の発生が少

なかった。10cn区 は夜間の保温効果は高いが,最高水温が

上がりにくく不稔の防止効果が劣ったが,本試験はオー ト
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表 3 出穂期, 成熟期, 収量調査

表4 処理期間 (幼穂形成期～減数分裂期)の気温と水温

1∝ 水深  5翻水深  10"水深

処 理 区

図 1 処理期間中のほ場水温時間別の割合 (1991年)

イリゲ=タ ーにより常時10側水深を保っての試験であり,

低温時に限定 して潅漑 したと過程すれば10mの効果も期待

できたものと考えられる (図 1,表 4)。

4  ま  と  め

0)幼穂形成期以降深水管理にすることにより減数分裂

期の低温による障害不稔を軽減できる。

0)こ の時の水深は5 ca以上とするが,水温は20℃では

効果がなく25℃では効果がみられることから,日標とする

25℃以上にするため迂回水路やポリチュープ等水温上昇技

術と組み合わせて実施する。

6)減数分裂期低温時の水管理は,10cIIの 水深では効果

がなく,20cm程度の水深で幼穂を保護する必要がある。)。
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年度 努管琶 処理期間
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1989
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